
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

兵庫えんだより 
（縁 ・ 円 ・ 援） 

兵庫県社会福祉協議会 生活支援ニュースレター 第 1７号 

このニュースレターは、市町社協の生活支援コーディネーター、住民等が創意工夫しながら行われて
いる生活支援、地域活動をお伝えするために発行いたします。 

。 

コロナ禍で、新たな困りごと、住民の小さなつながりを見つける 

【発行元】（令和３年７月 13 日発行） 
〒651-0062 神戸市中央区坂口通 2 丁目 1 番 1 号 

兵庫県社会福祉協議会 地域福祉部 

TEL 078-242-4634 FAX 078-242-0297 
E-Mail: chiiki-2@hyogo-wel.or.jp（担当：山下・永坂） 

 

  コロナ禍で今まで経験したことがない状況が起きようとしています。高齢者だけでなく、障害者、生活困窮者、 

 子ども、学生、感染者とその家族、ワクチン接種ができない方、オンライン等についていけない方等の不安や 

孤立等。今回は、コロナ禍の地域で、活動自粛のなかの小さなつながりに着目してみました。 

 
コロナ禍で活動自粛だけでなく、さまざまな不安・孤立が起きています。 

 

県内の地域の活動を聞き取ってみました：近隣でつながる小さな地域づくり  

コロナに感染した？地域でこんなことが 

ある町の地域活動者のAさんのお話です。 

Aさんは、旅行好きな近隣の Bさんをいつも気にかけておられました。ある日「いつも出掛け

ている車がずっと止まっているけど、なんかあったの？」と Bさんが Aさんに電話。「じつは、

夫がコロナにかかって、私も出られないの…」「それは、たいへん！」と、Bさんは、Aさんが

家から出られない間、お買い物をしてドアノブに品物をかけ、「いま、お買い物してきたよ」と

電話をしたり、窓から手を振ったりすることが 2週間続きました。 

濃厚接触者になって、ご近所同士のつながりの大切さを実感した Aさん。「Bさんのためにと

思っていたつながりが生かされました」と話されました。 

コロナにかかってしまった…。 情報がわかりません 

失業してしまった…。 

ネットでつながる人もいない。 

パパ、ママ、仲直りして…。 ほんとの一人ぽっちになった。 

○今までのつながりで、ご近所で声をかけあっています。 

○緊急事態宣言下でもボランティアグループがゴミ出し等の活動をしています。 

○老人クラブで声をかけたり、民生児童委員・高校生・大学生が「お助け隊」に 

なってくれたりして、ワクチン接種の予約のお手伝いを行っています。 

○住民同士で相談の窓口（不満や情報提供等）を開いています。 

○自治会が実施する「お出かけ支援」を「ワクチン送迎支援」にしています。 

 
〇耳が聞こえにくい人を含む 80歳代 5人で一斉に電話をしてワクチン接種の予約をとりました。 
 
 

地域の小さなつながりはまだまだたくさんあります。ほんの一部ですが紹介します。 

今までのつながり、新
たなつながりがコロ
ナ禍を乗り越えるき
っかけになりそう。 

活動やめようかな。 

災害の時などどうすれば？ 
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ワクチン？ 

【編集後記】昨年の「えんがわナビ」等の交流から生活支援 Coの課題が明らかになりま

した。そして、今年は、新たに始めた「生活支援 COネットワーク企画会議」を通じて、解

決につながる具体的な方法を探っていきます。 

また、地域では、災害や熱中症等の危険な時期が迫っています。コロナ禍でつながりが弱

くなり、新たな問題が起きている時こそ、住民の命を守るためにも、地域の小さなつながり

を大切に育てていくことが必要だと感じました。 
 

サロン活動者は、この一年、悩み、話し合い学んできました。感染予防対策を講じ

た集いの開催や集えなくなった分、増やした訪問活動。その際、よく耳にしたのが「予

防接種の案内きたけど、どないしたらええんやろ？」の声。５月より、市内 10か所

の公民館でインターネットによる予防接種の予約代行がスタートしたことから、公民

館に行きにくい高齢者を「ほっとかれへん」とあるサロン活動者が「一緒に行く、つ

いて帰る」という支援を行いました。一時は、予約した方の約６５％が公民館による

代行。任意だけど、ワクチンをあきらめる人を減らしたいという思いで行動を起こし

ました。訪問時の話題は、ワクチン以外にも熱中症、長雨等、健康や防犯・防災の話

題提供を意識して行うように心がけています。「訪問回数を増やすことで集いでは気

づかなかったご本人の暮らしぶりを知ることができた。」「暮らしぶりに触れ、コロ

ナ禍だけど取り組みたい活動が見つかった。」と話されるサロン活動者。コロナ禍を

きっかけに、ますますエンパワーしていく姿をこれからも気にかけていきます。 

 

 

 

 

 
 
 

コロナ禍で活動者とともに歩む（三木市） 

「不安や孤立を抱える」人とともに 

ワクチン接種の判
断ができない。 

予約ができない、
方法がわからない
あきらめた 

副反応への不安等
で接種しない 

体調・体質等で接
種できない 

任
意
接
種
（
自
分
で
判
断
す
る
） 

「助けて」と
言えない 

さらなる 
不安や孤立 

受けないことで
の不利益・差別
が起きないか 

接種していない

と言えない…。 

常設型の居場所を運営するボランティアグループは、「みんながドアを閉める時だか

らこそ」と、葛藤を抱えつつ感染対策をしながら居場所のドアは閉めませんでした。 

また、ワクチンの不安が強い高齢者のため勉強会を開催し、ワクチンのこと、予約方

法のこと、接種できない人への配慮などを学び、ネットでの予約や予診票記入のお手伝

いを社協職員等の協力を得て行いました。 

さらに、毎月の一人暮らし高齢者等の訪問時にも困りごとがないか声を掛けます。 

リーダーは「こんな時だからこそ、もしもに備えてつながりを切らない。このまちでひ

とりでも悲しい思いをさせないように」と笑顔で話してくれました。 

もしもの時に備えてつながりを切らない（明石市） 

コロナ禍で「つながり」をさらなる活動のきっかけに 

未曽有の出来事

に正解はありま

せん。活動者とと

もに揺れながら

考えていくのも

地域活動のあり

方ではないでし

ょうか。 

どこかに、だれ

かにつながって

いるという意識

があるだけでも

住民の支えにな

るのではないで

しょうか。 

ワ
ク
チ
ン
接
種 

 新たな 
不安や孤立 

これからどのよう
に支えるかが重要 

 


